
4

環境に配慮し、再生紙・植物油インキを
使用しています。

第
27
回

上
大
津
公
民
館
ま
つ
り

11
月
4
日
㈮
〜
11
月
13
日
㈰

作
品
展
出
品
者
募
集

あ
な
た
の
力
作
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
展
示
期
間
　
11
月
４
日
㈮
〜
13
日
㈰

◆
種
目
・
規
格
〈
出
品
数
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
〉

　
・
絵
画
（
15
号
〈
Ｗ
65
・
２
㎝
×
Ｈ
53
・
４
㎝
〉
以
内
）

　
・
書
道
（
半
切
以
内
／
表
装
・
仮
巻
き
・
色
紙
）

　
・
写
真
（
半
切
以
内
）

　
・
手
芸
・
陶
芸
（
50
㎝
×
50
㎝
以
内
）　
な
ど

◆
申
込
締
切
　
10
月
30
日
㈰

　
　（
月
曜
・
祝
日
お
よ
び
10
月
11
日
㈫
を
除
く
。

　
　
　

受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
・
作
品
搬
入
　
11
月
１
日
㈫
〜
11
月
２
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
・
作
品
搬
出
　
11
月
13
日
㈰
　
午
後
３
時
〜
５
時

◆
申
込
・
問
合
せ
先

　
上
大
津
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
�
８
２
８・
１
０
０
８
　
上
大
津
公
民
館
内
）

11
月
13
日
㈰
は
、
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
！

●
ス
テ
ー
ジ
（
お
囃
子
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
　
ほ
か
）

●
模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
・
お
赤
飯
・
天
ぷ
ら
・
わ
た
あ
め
・

ほ
か
）　
●
古
本
市
　
●
バ
ザ
ー
　
●
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
●
も
ち

ま
き
　
●
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
10
月
中
旬
の
お
知
ら
せ
で
！

No.76 ２０１６年９月１５日発行
編集：五中地区市民委員会文化広報部
事務局：上大津公民館 土浦市手野町3252 TEL 828-1008

広報かみおおつ

公
民
館
図
書
室
を
ご
存
知
で
す
か

五中地区　人口1万7,757人（男9,208人　女8,549人）　世帯数7,466世帯　8月1日現在

　
読
書
の
秋
、
さ
さ
や
か
な
広
さ
の
図
書
室
で
す
が
、

ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
地
域
に
関
係
の
あ
る
本
、
直
木
賞
な
ど
、
そ
の
時
々

の
話
題
の
本
を
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

 

小
・
中
学
校
の
課
題
図
書
、
絵
本
も
あ
り
ま
す
。

新
道
も
開
通
し
つ
つ
あ
り
、
順
番
待
ち
の
少
な
い
、

穴
場
の
図
書
室
で
す
。

　
年
二
回
購
入
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
リ
ク
エ
ス
ト

や
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
室
窓
口
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館
図
書
室
へ
ど
う
ぞ！

一
般
・
青
少
年
向
け

●
海
の
見
え
る
理
髪
店
（
直
木
賞
）

 

荻
原

　浩

●
天
才 

石
原
慎
太
郎

●
羊
と
鋼
の
森 

宮
下
奈
都

●
ぼ
く
は
お
金
を
使
わ
ず
に
生
き
る
こ
と
に

　し
た 

マ
ー
ク
ボ
イ
ル

●
獄
中
メ
モ
は
問
う

　作
文
教
育
が
罪
に
さ

　れ
た
時
代 

佐
竹
直
子

●
先
生
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
が
腹
痛
を
起
こ

　し
て
い
ま
す
！ 

小
林
朋
道

●
天
皇
と
日
本
国
憲
法

　反
戦
と
抵
抗
の
た

　め
の
文
化
論 

な
か
に
し
礼

●
少
年
た
ち
の
戦
場 

那
須
正
幹

そ
の
他

新
着

図
書
案
内

新
着

図
書
案
内

児
童
・
生
徒
向
け

●
ボ
タ
ン
ち
ゃ
ん 

小
川
洋
子

●
ア
リ
と
く
ら
す
む
し

 

島
田
た
く

●
さ
か
さ
町

　Ｆ・
エ
マ
ー
ソ
ン
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス

●
木
の
す
き
な
ケ
イ
ト
さ
ん

 

Ｈ
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ

●
こ
こ
で
土
に
な
る

 

大
西
暢
夫

●
大
村
智
も
の
が
た
り

 

馬
場
錬
成

●
白
い
イ
ル
カ
の
浜
辺

 

ジ
ル
・
ソ
レ
イ
ス

新
着

図
書
案
内

新
着

図
書
案
内

読
書
の
秋
で
す
。
新
し
い
本

も
入
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
、

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

四
月
か
ら
上
大
津
公
民
館
の
館
長
と
し

て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
宮
本

長
生
（
た
け
お
）
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
月
に
公
民
館
運
営
委
員
会
と
市
民
委

員
会
の
総
会
を
開
催
し
、
新
た
に
公
民
館

の
各
種
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

上
大
津
公
民
館
に
は
、
公
民
館
ま
つ
り

を
は
じ
め
、様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、

地
区
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
皆
様
と

の
連
携
を
深
め
て
、
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
「
身
近
で
親
し
め
る
」
公
民
館
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
十
月
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て
週
三

日
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

住
ま
い
は
、
病
院
や
い
ろ
い
ろ
な
お
店
が

出
来
て
賑
や
か
に
な
っ
て
き
た
お
お
つ
野

地
区
で
す
。

今
年
、
成
人
を
迎
え
る
長
男
と
高
校
生

の
次
男
が
お
り
ま
す
。
子
育
て
も
一
段
落

し
て
き
た
の
で
、
お
友
達
と
旅
行
で
も
し

て
み
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る

皆
様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
元
気
と
笑
顔

で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

公民館館長

宮本　長生

臨時職員

駒井　恵

白
鳥
新
町

常
盤
克
己
氏

白
鳥
町

羽
成
　
隆
氏

田
村
町

池
田
秀
雄
氏

五
中
地
区
の

新
地
区
長
さ
ん

紹
介

公
民
館
新
職
員
挨
拶
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土浦市イメージキャラクター つちまる

田
口
　
長
八
郎

平
成
二
十
七
年
度
の
土
浦
市
地
区
長
連

合
会
総
会
が
昨
年
の
五
月
に
あ
り
、
会
長

に
選
出
さ
れ
て
一
年
半
に
な
り
ま
す
。
戦

後
、
連
合
会
が
出
来
て
上
大
津
よ
り
会
長

に
な
っ
た
の
は
私
で
二
人
目
で
す
。

土
浦
市
は
百
七
十
一
町
内
を
十
一
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
お
り
、
十
一
人
の
市
民

委
員
会
委
員
長
を
兼
ね
た
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

中
か
ら
会
長
を
選
出
し
ま
す
。

土
浦
市
民
憲
章
が
で
き
て
四
十
一
年
、

五
中
地
区
市
民
委
員
会
も
上
大
津
公
民
館

ま
つ
り
二
十
七
回
目
、
歩
く
会
四
十
回
目

で
参
加
者
が
毎
回
四
百
人
以
上
の
大
盛

況
、
文
化
広
報
部
編
集
の
広
報
「
か
み
お

お
つ
」(

年
二
回
発
行)

も
七
十
五
号
と

行
事
・
事
業
に
素
晴
ら
し
い
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

こ
の
勢
い
が
土
浦
市
の
成
長
の
ひ
と
つ

の
エ
ン
ジ
ン
と
な
り
、
ひ
い
て
は
、
土
浦

市
と
の
合
併
六
十
周
年
を
二
年
前
に
挙
行

し
た
上
大
津
か
ら
、
土
浦
市
地
区
長
連
合

　
去
年
、沖
宿
町
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
沖
宿
町
が
歴
史
的
に

価
値
あ
る
素
晴
ら
し
い
町
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。
研
究
終
了
後
ま
だ
ま
だ
調
べ
き
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

一
冊
の
本
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。
昨
年
の

十
一
月
に
発
行
さ
れ
た
「
上
大
津
村
・
土

浦
市
合
併
六
十
周
年
記
念
誌
か
み
お
お

つ
」
と
い
う
本
で
す
。
上
大
津
地
区
の
歴

史
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
沖
宿
の
こ
と

が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
沖
宿
の
い
い
と
こ

ろ
が
ま
だ
ま
だ
あ
っ
た
の
で
み
ん
な
に
教

え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
今
年
も
研
究
し
ま

し
た
。

　
沖
宿
の
遺
跡

⑴
旧
石
器
時
代:

寺
畑
遺
跡

　
北
側
の
台
地
（
現
お
お
つ
野
）
に
住
む
、

　
三
万
年
前
の
僕
た
ち
の
ご
先
祖
様
。

⑵
縄
文
・
弥
生
時
代
：
沖
宿
貝
塚

　
い
っ
ぱ
い
清
水
西
遺
跡
、
六
十
塚
遺
跡

　
長
い
間
、
ム
ラ
が
作
ら
れ
た
。

⑶
古
墳
時
代
：
八
幡
脇
遺
跡
、
尻
替
遺
跡

　
鉄
の
道
具
を
作
り
、
物
を
売
る
文
化
。

⑷
奈
良
・
平
安
時
代
：
田
村
・
沖
宿
遺
跡
群

　
倉
庫
、
墨
書
土
器
、
古
代
銭
、
火
葬
墓
、

　
愛
知
県
産
の
高
級
焼
き
物
も
出
土
。

　
霞
ヶ
浦
か
ら
物
が
運
ば
れ
た
。 

⑸
鎌
倉
・
室
町
時
代
：
入
ノ
上
遺
跡

　
馬
牧
場
、中
国
産
や
東
海
地
方
の
器
出
土
。

　
平
地
に
村
が
移
る
。

⑹
江
戸
時
代
：
沖
宿
の
絵
図
に
百
十
軒
、

　
人
口
六
百
五
十
人
の
大
き
な
村
だ
っ
た
。

　
農
業
、
漁
業
の
活
気
が
あ
っ
た
。

⑺
近
代
（
明
治
〜
昭
和
初
期
）

　
土
浦
は
霞
ヶ
浦
を
利
用
し
、
物
や
人
を

運
ぶ
場
所
と
し
て
発
展
し
た
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
に
面
し
た
沖
宿
は
水

運
に
よ
り
と
て
も
発
展
し
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。
江
戸
に
向
か
っ
て
薪
や
炭
な

ど
も
高
瀬
舟
で
運
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
去
年
調
べ
た
安
村
診
療
所
や
沖
宿
観

音
堂
へ
は
霞
ヶ
浦
か
ら
船
で
や
っ
て
来
る

人
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

沖
宿
に
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ
と
は

今
か
ら
想
像
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
昭
和
の
初
め
に
は
、
今
一
軒
し
か
な
い

お
店
が
十
数
軒
も
あ
り
（
タ
バ
コ
屋
、
酒

屋
、
こ
う
じ
屋
、
漬
け
物
屋
、
パ
ン
屋
、

駄
菓
子
屋
な
ど
）
ま
た
、
大
徳
網
元
（
ワ

カ
サ
ギ
漁
）、
薪
炭
の
出
荷
問
屋
、
下
駄

製
造
工
場
、
造
船
所
な
ど
あ
り
と
て
も
賑

わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
と
め
・
感
想

　
沖
宿
の
町
を
調
べ
て
二
年
目
に
な
り
ま

し
た
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ

が
歴
史
的
に
す
ご
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
な
と

驚
き
ま
し
た
。
全
て
の
時
代
に
霞
ヶ
浦
が

関
わ
っ
て
い
て
、
霞
ヶ
浦
の
水
位
の
変
化

な
ど
で
、
人
そ
し
て
ム
ラ
が
動
い
て
い
た

か
な
と
思
い
ま
し
た
。
昔
は
物
や
人
を
運

ぶ
霞
ヶ
浦
で
と
っ
て
も
賑
や
か
な
町
だ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
と
て
も
静
か

な
町
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
霞
ヶ
浦
の
水
に
よ
っ
て
、
日
本
一
の
蓮

根
を
た
く
さ
ん
作
る
町
と
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
町
の
人
の
生
活
を
霞
ヶ
浦
は
支
え

て
く
れ
る
大
切
な
湖
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昔
栄
え
た
今
の
お
お
つ
野
地
区
は
ま
た

た
く
さ
ん
の
建
物
が
建
ち
並
ん
で
、
大
き

な
町
へ
と
ま
た
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
中
ど
こ
を
探
し
て
も
こ
う
い
う
場
所

は
滅
多
に
無
い
と
思
う
の
で
歴
史
を
感
じ

ら
れ
る
遺
跡
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
一
年
目
の
研
究
）

「
土
浦
市
沖
宿
町
の
歴
史
　
文
化
財
　
年

中
行
事
」
鹿
島
神
社
・
海
蔵
寺
・
小
田
治

朝
の
墓
・
沖
宿
港
・
沖
宿
村
・
安
村
江
痴

の
墓
・
日
本
一
の
レ
ン
コ
ン
・
祭
礼
・
も

ら
い
ぎ
お
ん
・
正
月
行
事
・
節
分
・
盆
・

お
や
し
き
祭
り

　（
文
化
広
報
部
編
集
、
一
部
要
約
。
昨

年
度
の
年
表
記
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

「
記
念
誌
か
み
お
お
つ
」
の
在
庫
が
残
っ

て
い
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
公
民
館
へ
。

会
の
会
長
を
誕
生
さ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

土
浦
市
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
・
コ

ン
パ
ク
ト
な
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
を
目
指

し
、
新
治
と
の
合
併
十
周
年
の
昨
年
九
月

二
十
四
日
に
新
本
庁
舎
を
土
浦
駅
西
口
に

開
庁
し
ま
し
た
。

中
川
市
政
の
下
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
・
小

町
の
里
・
一
回
り
大
き
い
新
治
地
区
公
民

館
・
市
本
庁
舎
・
新
消
防
本
署
・
神
立
西

口
区
画
整
理
事
業
・
神
立
駅
橋
上
化
・
市

営
斎
場
・
駅
前
図
書
館
・
市
営
プ
ー
ル
・

多
数
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
・
協
同
病

院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
、
数
々
の
事

業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

上
大
津
が
土
浦
市
の
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に

な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
土
浦
市
議
会
は
一
年
前
に
議
会

基
本
条
例
を
つ
く
り
、
議
会
報
告
会
を
三

回
開
き
、
議
員
定
数
を
今
年
三
月
十
五
日

の
定
例
会
で
二
十
八
人
か
ら
二
十
四
人
に

四
人
削
減
す
る
身
を
切
る
改
革
を
議
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
定
例
会
か
ら
会
派

代
表
質
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
区
長
連
合
会
と
市
議
会
は
土
浦
市
の

車
の
両
輪
で
あ
り
ま
す
。

十
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
土
浦
市
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
・
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
精
進
す
る
事
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

土
浦
市
地
区
長
連
合
会

　
　
　
　
　 
会
長
に
就
任
し
て

平
成
27
年
度
子
ど
も
郷
土
研
究
か
ら

土
浦
市
沖
宿
町
の
歴
史
２

〜
霞
ヶ
浦
と
沖
宿
町
〜

上
大
津
東
小
学
校
　
五
年
　
山
口
優
一

上
大
津
か
ら

　
　
　
　
発
進
！

平成 28 年度五中地区市民委員会事業計画

期　日 事　業　名 期　日 事　業　名

4 月 13 日（水）～ いきいきヘルス体操※毎月第 2 水曜（福祉部） 11 月 13 日（日） ポイ捨て防止ポスター感謝状贈呈式（環境部）

5 月 22 日（日） 五中地区市民委員会総会 11 月 環境施設見学会（環境部）

4 月下旬～ 花いっぱい運動・グリーンカーテンの設置（環境部） 1 月中旬 正月行事「ならせ餅」（福祉部）

6 月～ 2 月 広報紙編集会議・図書購入・整理（文化広報部） 2 月初旬 上大津の歳時記「雛祭り」展示（福祉部）

7 月～ ポイ捨て防止看板製作・回収（環境部） 2 月 5 日（日） バレンタインクッキング（青少年育成部）

7 月 3 日（日） 防犯講習会（安全部） 2 月 11 日（土） 五中地区スキー教室（スポーツ健康部）

8 月 28 日（日） 夏休み子ども映画上映会（青少年育成部） 2 月 視察研修（福祉部）

9 月 10 日（土）～ 夏休み子ども作品展（青少年育成部） 2 月 視察研修（安全部・文化広報部合同）

9 月 15 日（木） 広報「かみおおつ」第７6 号発行（文化広報部） 3 月 1 日（水） 広報「かみおおつ」第７7 号発行（文化広報部）

9 月 17 日（土） 健康教室（スポーツ健康部） 3 月 5 日（日） 五中地区歩く会（スポーツ健康部）

10 月 29 日（土） 文化茶話会（文化広報部） 3 月 救命講習会（スポーツ健康部）

11 月 13 日（日） 第２７回上大津公民館まつり 3 月 歩く会ロードクリーン（環境部）

かま倉・室町時代
入ノ上いせき馬埋葬土坑

昭和初期　お店がならんでいた所
（現・かすみが浦～旧ゆうびん局）
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土浦市イメージキャラクター つちまる

田
口
　
長
八
郎

平
成
二
十
七
年
度
の
土
浦
市
地
区
長
連

合
会
総
会
が
昨
年
の
五
月
に
あ
り
、
会
長

に
選
出
さ
れ
て
一
年
半
に
な
り
ま
す
。
戦

後
、
連
合
会
が
出
来
て
上
大
津
よ
り
会
長

に
な
っ
た
の
は
私
で
二
人
目
で
す
。

土
浦
市
は
百
七
十
一
町
内
を
十
一
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
お
り
、
十
一
人
の
市
民

委
員
会
委
員
長
を
兼
ね
た
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

中
か
ら
会
長
を
選
出
し
ま
す
。

土
浦
市
民
憲
章
が
で
き
て
四
十
一
年
、

五
中
地
区
市
民
委
員
会
も
上
大
津
公
民
館

ま
つ
り
二
十
七
回
目
、
歩
く
会
四
十
回
目

で
参
加
者
が
毎
回
四
百
人
以
上
の
大
盛

況
、
文
化
広
報
部
編
集
の
広
報
「
か
み
お

お
つ
」(

年
二
回
発
行)

も
七
十
五
号
と

行
事
・
事
業
に
素
晴
ら
し
い
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

こ
の
勢
い
が
土
浦
市
の
成
長
の
ひ
と
つ

の
エ
ン
ジ
ン
と
な
り
、
ひ
い
て
は
、
土
浦

市
と
の
合
併
六
十
周
年
を
二
年
前
に
挙
行

し
た
上
大
津
か
ら
、
土
浦
市
地
区
長
連
合

　
去
年
、沖
宿
町
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
、

自
分
が
住
ん
で
い
る
沖
宿
町
が
歴
史
的
に

価
値
あ
る
素
晴
ら
し
い
町
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。
研
究
終
了
後
ま
だ
ま
だ
調
べ
き
れ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

一
冊
の
本
か
ら
分
か
り
ま
し
た
。
昨
年
の

十
一
月
に
発
行
さ
れ
た
「
上
大
津
村
・
土

浦
市
合
併
六
十
周
年
記
念
誌
か
み
お
お

つ
」
と
い
う
本
で
す
。
上
大
津
地
区
の
歴

史
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
沖
宿
の
こ
と

が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
沖
宿
の
い
い
と
こ

ろ
が
ま
だ
ま
だ
あ
っ
た
の
で
み
ん
な
に
教

え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
今
年
も
研
究
し
ま

し
た
。

　
沖
宿
の
遺
跡

⑴
旧
石
器
時
代:

寺
畑
遺
跡

　
北
側
の
台
地
（
現
お
お
つ
野
）
に
住
む
、

　
三
万
年
前
の
僕
た
ち
の
ご
先
祖
様
。

⑵
縄
文
・
弥
生
時
代
：
沖
宿
貝
塚

　
い
っ
ぱ
い
清
水
西
遺
跡
、
六
十
塚
遺
跡

　
長
い
間
、
ム
ラ
が
作
ら
れ
た
。

⑶
古
墳
時
代
：
八
幡
脇
遺
跡
、
尻
替
遺
跡

　
鉄
の
道
具
を
作
り
、
物
を
売
る
文
化
。

⑷
奈
良
・
平
安
時
代
：
田
村
・
沖
宿
遺
跡
群

　
倉
庫
、
墨
書
土
器
、
古
代
銭
、
火
葬
墓
、

　
愛
知
県
産
の
高
級
焼
き
物
も
出
土
。

　
霞
ヶ
浦
か
ら
物
が
運
ば
れ
た
。 

⑸
鎌
倉
・
室
町
時
代
：
入
ノ
上
遺
跡

　
馬
牧
場
、中
国
産
や
東
海
地
方
の
器
出
土
。

　
平
地
に
村
が
移
る
。

⑹
江
戸
時
代
：
沖
宿
の
絵
図
に
百
十
軒
、

　
人
口
六
百
五
十
人
の
大
き
な
村
だ
っ
た
。

　
農
業
、
漁
業
の
活
気
が
あ
っ
た
。

⑺
近
代
（
明
治
〜
昭
和
初
期
）

　
土
浦
は
霞
ヶ
浦
を
利
用
し
、
物
や
人
を

運
ぶ
場
所
と
し
て
発
展
し
た
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
に
面
し
た
沖
宿
は
水

運
に
よ
り
と
て
も
発
展
し
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。
江
戸
に
向
か
っ
て
薪
や
炭
な

ど
も
高
瀬
舟
で
運
ば
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
去
年
調
べ
た
安
村
診
療
所
や
沖
宿
観

音
堂
へ
は
霞
ヶ
浦
か
ら
船
で
や
っ
て
来
る

人
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

沖
宿
に
人
が
た
く
さ
ん
来
る
と
い
う
こ
と
は

今
か
ら
想
像
で
き
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
昭
和
の
初
め
に
は
、
今
一
軒
し
か
な
い

お
店
が
十
数
軒
も
あ
り
（
タ
バ
コ
屋
、
酒

屋
、
こ
う
じ
屋
、
漬
け
物
屋
、
パ
ン
屋
、

駄
菓
子
屋
な
ど
）
ま
た
、
大
徳
網
元
（
ワ

カ
サ
ギ
漁
）、
薪
炭
の
出
荷
問
屋
、
下
駄

製
造
工
場
、
造
船
所
な
ど
あ
り
と
て
も
賑

わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
と
め
・
感
想

　
沖
宿
の
町
を
調
べ
て
二
年
目
に
な
り
ま

し
た
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ

が
歴
史
的
に
す
ご
い
と
こ
ろ
な
ん
だ
な
と

驚
き
ま
し
た
。
全
て
の
時
代
に
霞
ヶ
浦
が

関
わ
っ
て
い
て
、
霞
ヶ
浦
の
水
位
の
変
化

な
ど
で
、
人
そ
し
て
ム
ラ
が
動
い
て
い
た

か
な
と
思
い
ま
し
た
。
昔
は
物
や
人
を
運

ぶ
霞
ヶ
浦
で
と
っ
て
も
賑
や
か
な
町
だ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
と
て
も
静
か

な
町
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
霞
ヶ
浦
の
水
に
よ
っ
て
、
日
本
一
の
蓮

根
を
た
く
さ
ん
作
る
町
と
な
り
ま
し
た
。

今
で
も
町
の
人
の
生
活
を
霞
ヶ
浦
は
支
え

て
く
れ
る
大
切
な
湖
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昔
栄
え
た
今
の
お
お
つ
野
地
区
は
ま
た

た
く
さ
ん
の
建
物
が
建
ち
並
ん
で
、
大
き

な
町
へ
と
ま
た
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
中
ど
こ
を
探
し
て
も
こ
う
い
う
場
所

は
滅
多
に
無
い
と
思
う
の
で
歴
史
を
感
じ

ら
れ
る
遺
跡
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
一
年
目
の
研
究
）

「
土
浦
市
沖
宿
町
の
歴
史
　
文
化
財
　
年

中
行
事
」
鹿
島
神
社
・
海
蔵
寺
・
小
田
治

朝
の
墓
・
沖
宿
港
・
沖
宿
村
・
安
村
江
痴

の
墓
・
日
本
一
の
レ
ン
コ
ン
・
祭
礼
・
も

ら
い
ぎ
お
ん
・
正
月
行
事
・
節
分
・
盆
・

お
や
し
き
祭
り

　（
文
化
広
報
部
編
集
、
一
部
要
約
。
昨

年
度
の
年
表
記
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

「
記
念
誌
か
み
お
お
つ
」
の
在
庫
が
残
っ

て
い
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
公
民
館
へ
。

会
の
会
長
を
誕
生
さ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

土
浦
市
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
・
コ

ン
パ
ク
ト
な
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
を
目
指

し
、
新
治
と
の
合
併
十
周
年
の
昨
年
九
月

二
十
四
日
に
新
本
庁
舎
を
土
浦
駅
西
口
に

開
庁
し
ま
し
た
。

中
川
市
政
の
下
、
朝
日
ト
ン
ネ
ル
・
小

町
の
里
・
一
回
り
大
き
い
新
治
地
区
公
民

館
・
市
本
庁
舎
・
新
消
防
本
署
・
神
立
西

口
区
画
整
理
事
業
・
神
立
駅
橋
上
化
・
市

営
斎
場
・
駅
前
図
書
館
・
市
営
プ
ー
ル
・

多
数
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
・
協
同
病

院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
、
数
々
の
事

業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

上
大
津
が
土
浦
市
の
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に

な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
土
浦
市
議
会
は
一
年
前
に
議
会

基
本
条
例
を
つ
く
り
、
議
会
報
告
会
を
三

回
開
き
、
議
員
定
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十
五
日

の
定
例
会
で
二
十
八
人
か
ら
二
十
四
人
に

四
人
削
減
す
る
身
を
切
る
改
革
を
議
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
定
例
会
か
ら
会
派

代
表
質
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地
区
長
連
合
会
と
市
議
会
は
土
浦
市
の

車
の
両
輪
で
あ
り
ま
す
。

十
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
土
浦
市
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
・
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
精
進
す
る
事
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。
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環境に配慮し、再生紙・植物油インキを
使用しています。

第
27
回

上
大
津
公
民
館
ま
つ
り

11
月
4
日
㈮
〜
11
月
13
日
㈰

作
品
展
出
品
者
募
集

あ
な
た
の
力
作
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
展
示
期
間
　
11
月
４
日
㈮
〜
13
日
㈰

◆
種
目
・
規
格
〈
出
品
数
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
〉

　
・
絵
画
（
15
号
〈
Ｗ
65
・
２
㎝
×
Ｈ
53
・
４
㎝
〉
以
内
）

　
・
書
道
（
半
切
以
内
／
表
装
・
仮
巻
き
・
色
紙
）

　
・
写
真
（
半
切
以
内
）

　
・
手
芸
・
陶
芸
（
50
㎝
×
50
㎝
以
内
）　
な
ど

◆
申
込
締
切
　
10
月
30
日
㈰

　
　（
月
曜
・
祝
日
お
よ
び
10
月
11
日
㈫
を
除
く
。

　
　
　

受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
・
作
品
搬
入
　
11
月
１
日
㈫
〜
11
月
２
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
・
作
品
搬
出
　
11
月
13
日
㈰
　
午
後
３
時
〜
５
時

◆
申
込
・
問
合
せ
先

　
上
大
津
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
�
８
２
８・
１
０
０
８
　
上
大
津
公
民
館
内
）

11
月
13
日
㈰
は
、
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
！

●
ス
テ
ー
ジ
（
お
囃
子
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
　
ほ
か
）

●
模
擬
店
（
焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
・
お
赤
飯
・
天
ぷ
ら
・
わ
た
あ
め
・

ほ
か
）　
●
古
本
市
　
●
バ
ザ
ー
　
●
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
●
も
ち

ま
き
　
●
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
10
月
中
旬
の
お
知
ら
せ
で
！
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広報かみおおつ

公
民
館
図
書
室
を
ご
存
知
で
す
か

五中地区　人口1万7,757人（男9,208人　女8,549人）　世帯数7,466世帯　8月1日現在

　
読
書
の
秋
、
さ
さ
や
か
な
広
さ
の
図
書
室
で
す
が
、

ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
地
域
に
関
係
の
あ
る
本
、
直
木
賞
な
ど
、
そ
の
時
々

の
話
題
の
本
を
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

 

小
・
中
学
校
の
課
題
図
書
、
絵
本
も
あ
り
ま
す
。

新
道
も
開
通
し
つ
つ
あ
り
、
順
番
待
ち
の
少
な
い
、

穴
場
の
図
書
室
で
す
。

　
年
二
回
購
入
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
リ
ク
エ
ス
ト

や
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
室
窓
口
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館
図
書
室
へ
ど
う
ぞ！

一
般
・
青
少
年
向
け

●
海
の
見
え
る
理
髪
店
（
直
木
賞
）

 

荻
原

　浩

●
天
才 

石
原
慎
太
郎

●
羊
と
鋼
の
森 

宮
下
奈
都

●
ぼ
く
は
お
金
を
使
わ
ず
に
生
き
る
こ
と
に

　し
た 

マ
ー
ク
ボ
イ
ル

●
獄
中
メ
モ
は
問
う

　作
文
教
育
が
罪
に
さ

　れ
た
時
代 

佐
竹
直
子

●
先
生
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
が
腹
痛
を
起
こ

　し
て
い
ま
す
！ 

小
林
朋
道

●
天
皇
と
日
本
国
憲
法

　反
戦
と
抵
抗
の
た

　め
の
文
化
論 

な
か
に
し
礼

●
少
年
た
ち
の
戦
場 

那
須
正
幹

そ
の
他

新
着

図
書
案
内

新
着

図
書
案
内

児
童
・
生
徒
向
け

●
ボ
タ
ン
ち
ゃ
ん 

小
川
洋
子

●
ア
リ
と
く
ら
す
む
し

 

島
田
た
く

●
さ
か
さ
町

　Ｆ・
エ
マ
ー
ソ
ン
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス

●
木
の
す
き
な
ケ
イ
ト
さ
ん

 

Ｈ
・
ジ
ョ
セ
フ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ

●
こ
こ
で
土
に
な
る

 

大
西
暢
夫

●
大
村
智
も
の
が
た
り

 

馬
場
錬
成

●
白
い
イ
ル
カ
の
浜
辺

 

ジ
ル
・
ソ
レ
イ
ス

新
着

図
書
案
内

新
着

図
書
案
内

読
書
の
秋
で
す
。
新
し
い
本

も
入
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
、

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

四
月
か
ら
上
大
津
公
民
館
の
館
長
と
し

て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
宮
本

長
生
（
た
け
お
）
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

五
月
に
公
民
館
運
営
委
員
会
と
市
民
委

員
会
の
総
会
を
開
催
し
、
新
た
に
公
民
館

の
各
種
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

上
大
津
公
民
館
に
は
、
公
民
館
ま
つ
り

を
は
じ
め
、様
々
な
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、

地
区
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
皆
様
と

の
連
携
を
深
め
て
、
皆
様
と
一
緒
に
な
っ

て
「
身
近
で
親
し
め
る
」
公
民
館
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
十
月
か
ら
臨
時
職
員
と
し
て
週
三

日
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

住
ま
い
は
、
病
院
や
い
ろ
い
ろ
な
お
店
が

出
来
て
賑
や
か
に
な
っ
て
き
た
お
お
つ
野

地
区
で
す
。

今
年
、
成
人
を
迎
え
る
長
男
と
高
校
生

の
次
男
が
お
り
ま
す
。
子
育
て
も
一
段
落

し
て
き
た
の
で
、
お
友
達
と
旅
行
で
も
し

て
み
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る

皆
様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
元
気
と
笑
顔

で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

公民館館長

宮本　長生

臨時職員

駒井　恵

白
鳥
新
町

常
盤
克
己
氏

白
鳥
町

羽
成
　
隆
氏

田
村
町

池
田
秀
雄
氏

五
中
地
区
の

新
地
区
長
さ
ん

紹
介

公
民
館
新
職
員
挨
拶


